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墨古沢は日本の中心であった」の予稿集である。

２．本書の編集は、シンポジウムの企画・運営を担当した酒々井町教育委員会生涯学習課がお

こなった。

３．シンポジウムの開催及び予稿集の作成にあたり多くの方々、関係機関よりご協力を賜った。

記して感謝の意を表したい。
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Ⅰ 墨古沢遺跡は千葉県印旛郡酒々井町南部の

墨地区に所在する面積約 27 万㎡を超える旧石器時

代、縄文時代、中世～近世初頭を主体とする遺跡で

ある。

環状ブロック群は㈶千葉県文化財センターによる、

平成 11・12 年度の東関東自動車道酒々井パーキング

エリア拡張工事に伴う緊急発掘調査により発見され、

その際に立川ローム層第Ⅸ層上部（Ⅸa層･約 3万 4

千年前）から開発予定地内に所在する西側約 1/3 に

ついて発掘調査が行われた。

扇状に並ぶ 29 ヵ所のブロックとそれらに伴う 20

ヵ所の付随ブロックから、狩猟具であるナイフ形石

器・台形様石器、工具である削器・石錐・楔形石器・

局部磨製石斧調整剥片等を主体とした計 3,946 点の

石器が出土し、またブロック間をまたぐ接合資料も

豊富に確認され、日本国内でも最大級の環状ブロッ

ク群であることが推察された。

Ⅱ 酒々井町ではこの貴重な文化遺産を後世に

保存し、かつその内容を広く一般に周知して文化財

の保存・普及活動に寄与するため、また既存の町施

設・周辺諸施設との好立地・好環境から考える観光

拠点として、墨古沢遺跡の普及・利活用を積極的に

図っていきたいと考え、その第一段階として環状ブ

ロック群の東側部分がどのような状況であるか、そ

の規模や遺存状態を確認し、学術的な価値づけを行

うため、平成 27～30 年度に範囲確認調査を実施した。

その 3ヵ年に及ぶ範囲確認調査の結果、環状ブロ

ック群の残り東半についての遺存状況もよく、また

当初の予想分布範囲をはるかに超えた広がりをみせ、

これにより規模が南北 70ｍ×東西 60ｍ、遺存率も 6

割強となった。この成果により環状ブロック群全体

では、ブロック数は 70 ヵ所以上、石器の総点数も１

万点をこえるものと推察され、規模・ブロック数・

石器総数においても、非常に大規模かつ日本最大級

を誇るものであることが判明した。

石材には群馬県域のガラス質黒色安山岩が 7割以

上使用され、また信州、伊豆諸島の神津島、栃木県

高原山産の黒曜石が使用されたことが石器石材の原

産地分析から推定されている。またその他にも、主

に北関東からもたらされたと考えられる玉髄、トロ

トロ石、流紋岩などが用いられたと推察でき、この

遺跡を営んだ人々が広域を移動し、更に遠方の集団

とも交流を行っていたことがうかがえた。

さらに出土炭化材の年代測定（AMS 法）により環

状ブロック群の年代がおおよそ 3万 4 千年前である

ことが判明したこと、花粉分析・出土炭化材の樹種

同定やローム層のプラントオパールにより当時の古

環境が判明したこと、ローム層のテフラ（火山灰）・

鉱物分析により石器の出土層位が立川ロームⅨ層中

部～上部であることが確認できたこと、遺跡立地の

微地形を確認する調査結果により、環状ブロック群

形成にあたり自然の凹地を選地していた可能性があ

ることが判明するなど多くの自然科学分析の成果も

得られている。

Ⅲ このように墨古沢遺跡からは後期旧石器時

代の人々の移動や交流、生業活動や集団関係につい

て知ることができ、日本の旧石器時代を解明するう

えで、また日本の旧石器時代史を語るうえで欠かす

ことのできない存在である。

これらの成果を受け、墨古沢遺跡は令和元年 10

月 16 日に国史跡の指定を受けた。

私たちはこの史跡墨古沢遺跡を末永く後世に保存

していくことは言うなでもなく、遺跡のもつ価値・

特性を十分に理解・整理することより、今後の保存・

周知・活用に活かしていくことが必要とされる。

Ⅳ そのような背景のもと、保存・活用の第二段

階として令和元年度から『史跡墨古沢遺跡保存活用

計画』の策定が始まった。その内容検討が進む中で、

史跡墨古沢遺跡の価値や特徴、今後の方向性などが

抽出されていく一方、アンケート結果などから一般

の方々には「旧石器時代」「環状ブロック群」「墨古

沢遺跡」についてまったくというほど認知度が低く、

内容の周知が十分に図られていない事実も明らかに

なった。

そこで私たちは、まず一般の方々に史跡墨古沢遺

跡を知ってもらうことを第一の目的とし、史跡の内

開催趣旨

シンポジウム開催にあたって
酒々井町教育委員会
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容を理解・周知するための本シンポジウムの開催を

企画した。一般の方々が興味を引くための大胆なタ

イトルもそのためである。

日本旧石器時代三大特徴としての環状ブロック群、

その環状ブロック群の約半数が下総台地で検出され

ている事実、その中でも日本最大級の規模を誇る史

跡墨古沢遺跡がどのような遺跡であるのか、その存

在や成立にはどのような背景があるのか、本シンポ

ジウムを通し、タイトル「34,000 年前、墨古沢は日

本の中心であった」意味の一端が明らかにできれば

と考えている。

－3－
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はじめに

環状ブロック群は橋本勝雄氏によって、群馬県和田

遺跡および下触牛伏遺跡において認識された特殊な石

器の出土(石器ブロックが中央域とそれを囲む円環部

によって有機的集合体を呈する)状況を発端として、類

例を集成した結果、同様の石器出土状況を示す遺跡が

後期旧石器時代前半期に限って認められるという時間

的限定性を確認したことから命名された(橋本・須田良

平1987)。認識当初は、環状ブロック群から出土する

斧形石器を伴う石器群が汎日本的な性格を有している

ことから、全国的に展開する遺跡と目されていたが(橋

本1989)、集成が進むにつれ、地域的立地状況(1)には差

異が認められ、特に北海道は類例が1例のみ、九州・

四国では確実な遺跡は認められないと指摘される(小

菅将夫2000、橋本2010)。

分布の地域差は、調査範囲や掘削深度の制約など、

旧石器時代の社会的要因とは無関係な事情が反映され

る場合がある。特に環状ブロック群の場合、認識する

には広範囲の調査が必要となり、また後期旧石器時代

前半期の遺跡は地中深くに埋没しているため、これら

の制約が遺跡発見に与える影響は大きい。ただし、一

般にローム層の堆積が薄い東北地方では、関東地方に

比べ環状ブロック群の分布は希薄であり、分布の濃淡

が必ずしも調査の制約によるものではないことも事実

である。

そこで本稿では、後期旧石器時代前半期に日本列島

に展開する環状ブロック群の分布を概観し、その特徴

から当時の人々の行動戦略の考察を試みたい。

日本列島環状ブロック群集成

本題に入る前に、日本列島における環状ブロック群

の概要と墨古沢遺跡の特質をまとめておきたい。酒々

井町教育委員会の集成結果から、現在146か所(118遺

跡)の環状ブロック群が確認されている(酒井弘志・村

井大海編2019)。

環状ブロック群は横長・幅広の剥片を素材とする台

形様石器と石刃・縦長剝片を素材とする尖頭形石器の

2 つの異なる技術を使い分ける二極構造(佐藤宏之

1992)に斧形石器が伴う共通した石器群を保有すると

考えら

れる。日本列島の旧石器時代遺跡データベースによれ

ば、環状ブロック群と同様の石器群を保有する遺跡/

文化層は概算1400を数える(日本旧石器学会編2010)。

1400遺跡/文化層のうち、環状ブロック群と認められ

る遺跡は約8％となる。環状ブロック群が後期旧石器

時代における一般的な集落形態とは異なることは明ら

かであろう。

これらの環状ブロック群には大小さまざまな規模が

見受けられる。規模を評価するためには以下の3つの

要素が重要と考える。①集落を構成した集団の規模や

数を反映する石器ブロック数、②集落での活動量を反

映する出土石器数、③集落の大きさを指し示す円環の

大きさである。石器ブロック数は平均11.57か所、中

央値9か所で5、6か所、9、10か所、14から18か所

で構成される遺跡に数のピークが認められ、20か所を

超える遺跡は少ない(第1図)。このことから石器ブロ

ック数をA類＝20か所以上、B類＝13～19か所、C類

=7～12か所、D類＝6か所以下、に分類する。出土石

器数は100～199点、200～299点に最も多くの遺跡が

認められ、400～499点、700～799点、1400～1499点、

1600～1699点にも遺跡数のピークが認められ、2000点

以上の遺跡は少ない(第2図)。以上の傾向をもとに、

Ⅰ類＝2000点以上、Ⅱ類＝1000点以上2000点未満、

Ⅲ類＝600点以上1000点未満、Ⅳ類600点未満に分類

する。以下、2つの類型を組み合わせAⅠ類、BⅡ類…

と類型化する。例えば、石器ブロックが20か所以上で、

出土石器数が2000点以上の遺跡はAⅠ類、石器ブロッ

クが7～12か所で出土石器数が600点以上1000点未満

の遺跡はCⅢ類となる。円環部の径は東西径と南北径

で計測している。東西径は最大72m、平均25.23m、中

央値22m、南北径は最大80m、平均25.37m、中央値22m

である。類型と円環部径の関係を見ると、円環部径が

増大すれば、石器ブロックおよび出土石器数も増大し、

逆に円環部径が減少すれば石器ブロックおよび出土石

器数も減少する、正の相関を示すことがよくわかる(第

3図)。一般的な環状ブロック群の円環部径は東西径、

南北径とも30m以下で、石器ブロック数13～19か所以

基調報告１

列島の環状ブロック群の分布とその特徴

長野県埋蔵文化財センター

調査研究員 村井 大海
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下、出土石器数1000点未満である。墨古沢遺跡の場合、

東西径60m、南北径70mを測る、AⅠ類の環状ブロック

群であるが、同等の規模を誇る環状ブロック群は、墨

古沢遺跡以外では3遺跡しか存在しない(千葉県大松

遺跡、栃木県上林遺跡、長野県貫ノ木遺跡)。これらの

遺跡は文字通り最大規模の環状ブロック群と位置づけ

ることができ、墨古沢遺跡の特質も、この最大規模と

いう言葉に集約される。

環状ブロック群の分布

環状ブロック群は沖縄・四国・島嶼部を除く、北海

道から九州かけて広範囲に分布する。小菅氏や橋本氏

が指摘するように北海道では1例、九州では2例、四

国には分布せず、先学が指摘した特徴を改めて確認す

ることができる。また、東北地方や西日本においても

希薄であり、関東、静岡県東部、中部高地の範囲に集

中し、132/146か所(約96％)が分布する。先にも触れ

たが、遺跡の分布は発掘調査の範囲・掘削深度等、現

代社会の事情が反映されるが、この偏在性をそれだけ

で説明することは困難と思われる。環状ブロック群が

同様の石器群を有する遺跡のうち約8％しか認められ

ないという特殊性、さらに日本列島の後期旧石器時代

前半期に限って認められるという限定性も考慮すれば、

環状ブロック群の分布傾向には、時期と地域に規定さ

れた社会的要因が影響していると考えざるをえないの

である。

さらに、環状ブロック群が集中する関東・静岡県東

部・中部高地の範囲において、特に密集して分布する

地域が3か所認められる。千葉県下総台地、群馬県赤

城山・榛名山南麓、長野県野尻湖である(第4図)。

千葉県下総台地には71/146か所(約49％)、環状ブロ

ック群の約半数が分布する最大の密集地帯である。量

もさることながら、最大級の規模を誇る墨古沢遺跡と

大松遺跡、斧形石器が大量に出土した南三里塚宮原第

1遺跡や瀧水寺裏遺跡、複数の環状ブロック群が発掘

された例が15遺跡認められる等、その内容も非常に豊

富である。

群馬県赤城山・榛名山南麓には29/146か所(約20％)

が分布する。下総台地には及ばないものの、他地域と

比較すれば、分布密度には特筆すべきものがある。墨

古沢遺跡に匹敵する最大規模の環状ブロック群は認め

られないが、それに準じる三和工場団地Ⅰ遺跡(AⅡ類)

や下触牛伏遺跡(BⅠ類)等が認められ、2か所の環状ブ

ロック群が発掘された例も4遺跡ある。環状ブロック

群を認識する契機となった和田遺跡、下触牛伏遺跡も

この地に分布しており、学史上も重要な地域である。

長野県野尻湖は9/146か所(6％)と、数字の上では上

記2地域ほどの密集地帯には見えないかもしれない。

しかしながら、下総台地はその分布が広範な台地全体

に、赤城山・榛名山南麓も広範な山裾の扇状地や河川

流域に展開する一方、野尻湖の場合、その沿岸の非常

に狭い範囲に9か所の環状ブロック群が隣接して分布

しており、その分布密度は2地域と遜色ない。最大規

模の貫ノ木遺跡や、斧形石器の出土が日本最多の日向

林B遺跡、複数の環状ブロック群が発掘された例が3

遺跡と、内容も豊かである。

環状ブロック群の分布と形成要因

日本列島における後期旧石器時代前半期の社会的要

因が環状ブロック群の分布に影響をあたえると仮定す

れば、これら3地域には地理的な共通点が認められ、

その共通点こそが旧石器時代の人々が環状の集落を形

成する際の重要な因子になったと考える。3地域の共

通点とは何であろうか。筆者は3地域が旧石器時代の

人間集団の移動ルートの要衝であったと推定している。

下総台地は日本で、最も広大な面積を持つ台地であり、

狩猟を生業とした移動生活を営む旧石器時代の人々に

とって重要な狩場であった。さらに、この台地は下野-

北総回廊(田村2007)によって北関東と地形的に接続し

(第5図)、人間集団の往来が活発であったと思われる。

赤城山・榛名山南麓は優良な狩場である関東平野から

黒曜石原産地を抱える中部高地に向かう峠道の玄関口

にあたり、やはり人間集団は頻繁にこの地を往来した

であろう。野尻湖は中部高地から日本海側に向かう際

の中継点にあたる。本州は太平洋側から日本海側を往

来する際に急峻な山越えが必要となるが、野尻湖を経

由するルートは比較的緩やかに山越えが可能であり、

食料資源の確保も他のルートよりも容易であったと考

える。旧石器時代の人間集団は積極的に野尻湖ルート

を利用し、活発な往来があったのだろう。人間集団の

移動ルートの要衝に環状ブロック群が形成される状況

は密集地帯に限ったことではなく、兵庫県七日市遺跡

は瀬戸内海と京都府の山間部を抜け日本海に至る氷上

回廊に分布している。

人間集団が活発に往来した地域では、複数集団が一

同に会する機会が発生したと思われる。したがって環
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第2図 出土石器数(酒井・村井編2019)

状ブロック群は複数集団が集住した結果形成された集

落形態と考える。また、環状ブロック群を形成した複

数集団は、墨古沢遺跡の石器接合資料および石材の分

析成果から、出自を異にする集団の集まりであったと

思われる。集住自体は後期旧石器時代全般に行うこと

が可能であるが、環状ブロック群はその前半期に限っ

て見られる集住形態である。したがって、その形成要

因には後期旧石器時代前半期に特有の事情が影響して

いると思われ、筆者は特に当時の環境が重要な要因で

あったと考えている。工藤雄一郎氏によれば、後期旧

石器時代前半期は晩氷期とならび、気候が短期的な変

動を繰り返した「不安定」な時期にあったとされる(工

藤2010)。環状ブロック群は当時の人々が、「不安定」

な気候に対応するために集住し、周辺の情報を収集し

て、その後の行動戦略を立てるための「情報収集拠点」

であったと考える。一方、後期旧石器時代後半期は寒

冷ながらも「安定」した気候となり、「不安定」な気候

に対応するための集住は不要となった結果、環状ブロ

ック群が形成されなくなったと推定する。

おわりに

環状ブロック群は、当時の環境および分布の特徴か

ら人間集団の移動ルートの要衝において、出自を異に

する複数の集団が集住し、「情報収集拠点」として機能

した。それは狩猟を生業とした移動生活をおくる後期

旧石器時代前半期の人々が、「不安定」な気候に対応す

るための行動戦略であった。

註

(1)本稿では、遺跡の地域的立地状況を指す言葉として「分布」

を使用し、それぞれの遺跡における石器の平面出土状況を指

す場合には「出土状況」という言葉を用いる。

【参考文献】

工藤雄一郎 2010 「旧石器時代遺跡における年代・古環境

論」『講座日本の考古学1 旧石器時代 上』

青木書店

小菅将夫 2000 「環状ブロック群の構造」『考古学ジャーナ

ル』№465 ニュー・サイエンス社

酒井弘志・村井大海編 2019 『墨古沢遺跡総括報告書』酒々

井町

佐藤宏之 1992 『日本旧石器文化の構造と進化』 柏書房

佐藤宏之 2006 「環状集落の社会生態学」『旧石器研究』第
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相」『考古学ジャーナル』№309 ニュー・サイエンス社

橋本勝雄 2006 「環状ユニットと石斧の関り」『旧石器研究』

第2号 日本旧石器学会

橋本勝雄 2010 「ナイフ形石器文化前半期の居住様式」『講

座日本の考古学1 旧石器時代 下』 青木書店

橋本勝雄・須田良平 1987 「旧石器時代」『考古学ジャーナ

ル』№277 ニュー・サイエンス社

第1図 石器ブロック数(酒井・村井編2019)
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第3図 類型別円環部径散布図(酒井・村井編2019)

第4図-1 環状ブロック群密集地帯の位置

第4図-2 群馬県赤城山・榛名山南麓(○が遺跡)

第4図-3 長野県野尻湖(○が遺跡)

第5図 関東の地形と下野-北総回廊(田村2007)
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１．はじめに

下総台地の環状ブロック群は、53 遺跡 71 基が確

認されている(酒々井町 2019)。時期的変遷は、①Ⅹ

層上部段階：御山遺跡。②Ⅸ層下部段階：南三里塚

宮原第１遺跡、池花南遺跡、東峰御幸畑西遺跡エリ

ア３、市野谷芋久保遺跡、関畑遺跡。③Ⅸ層中部段

階：墨古沢遺跡、小山台遺跡、四ツ塚遺跡、東峰御

幸畑遺跡エリア２、東大野第２遺跡、泉北側第３遺

跡。④Ⅸ層上部段階：東峰御幸畑遺跡エリア１、原

山遺跡第Ⅱ文化層。４つの段階の変遷が窺える。大

型の環状ブロック群は③Ⅸ層中部段階に多い。

２．環状ブロック群の最新の調査成果

環状ブロック群の遺跡は次の６つの地域に遺跡群

が形成されている。各地域の主な遺跡を列挙し、そ

のなかで最新の調査成果の遺跡を紹介する。

（１）印旛沼周辺の遺跡群

環状ブロック群の遺跡が最も多い地域で、酒々井

町墨古沢遺跡、印西市泉北側第３遺跡・角田台遺跡・

瀧水寺裏遺跡。

墨古沢遺跡（第１図）

平成 11・12 年度に酒々井パーキングエリア拡張工

事に伴う調査で、環状ブロック群の西側が調査され、

平成 27～29 年度に東側の調査が行われた。西側の調

査成果をもとに、環状ブロック群集落形成を考察し

た結果、複合一体型のモデル提示をした（新田 2005）

1）。複数の扇状ブロック群を構成要因として、集団

をまとめ上げるために、中心部を中核として求心的

作用によって大規模な環状ブロック群が形成された

と推察した。今回の特筆される成果は、中央部の凹

地を選地し、複数の集団が凹地を目印（ランドマー

ク）として集結した可能性が高いといえよう。

（２）成田空港地区とその周辺の遺跡群

成田市東峰御幸畑西遺跡・南三里塚宮原第１遺跡。

（３）四街道市内黒田・物井地区の遺跡群

四街道市池花南遺跡・御山遺跡。

（４）柏市・流山市の遺跡群

柏市中山新田Ⅰ遺跡・小山台遺跡・大松遺跡・原

山遺跡、流山市市野谷芋久保遺跡。

小山台遺跡（第２図）

Ⅸ層中部から円環部・中央部・外部の３つのブロ

ック群が検出された。長径 70ｍ×短径 50ｍの大規模

な環状ブロック群が形成されている。総計 1,672 点

の石器が出土し、14 か所の集中地点が検出された。

約 50ｍ離れた接合資料が数個体、多数のブロック間

接合資料が見られた。接合状況をブロックごとに分

析すると、円環部・中央部・外部の３つのエリアに

核となるブロックがあり、この接合核ブロックを経

由して、集落全域に石器が行きわたるような接合状

況を示していることが窺えた（新田 2017）２）。

（５）山武市の遺跡群

山武市四ツ塚遺跡・八幡神社北遺跡。

四ツ塚遺跡（第３図）

Ⅸ層中部から総計約4,400点の石器と74か所のブ

ロックが検出された。圏央道・東金道路二期・調子

連絡道の３つの事業により発掘調査され、それぞれ

の事業からブロックが検出された。なかでも、東金

道路二期の調査区域では、環状ブロック群が２基近

接して検出され、環状ブロック群間の接合資料がみ

られた。環状ブロック群の石器群中に、遠山技法に

よるものもみられる。広範囲に本段階の石器群が同

じ等高線上にブロック群が形成されていることが窺

えた（新田 2020）３）。

（６）市原市・袖ケ浦市の遺跡群

市原市草刈六之台遺跡、袖ケ浦市関畑遺跡。

註（主な参考文献のみ掲載）

１）新田浩三 2005「酒々井町墨古沢南Ⅰ遺跡 旧石器時

代編」『東関東自動車道水戸線酒々井ＰＡ埋蔵文化財

発掘調査報告書１』（財）千葉県文化財センター

２）新田浩三 2017「柏市小山台遺跡 旧石器時代編」『柏

北部東地区埋蔵文化財発掘調査報告書 10』（公財）

千葉県教育振興財団

３）新田浩三 2020「成田市夜番Ⅰ遺跡・横芝光町遠山天

ノ作遺跡・横芝光町四ツ塚遺跡・山武市四ツ塚遺跡」

『首都圏中央連絡自動車道埋蔵文化財調査報告書

36』（公財）千葉県教育振興財団

基調報告２

下総台地の環状ブロック群：最新の研究成果から

(公財)千葉県教育振興財団

上席文化財主事 新田 浩三
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墨古沢遺跡の年代

千葉県では日本列島でも最も多くの後期旧石器時

代の環状ブロック群（53 遺跡 71 箇所）が発見され

ているが，これまでに出土した炭化物を用いて放射

性炭素（14C）年代測定が実施された例はほとんどな

かった。しかしながら，遺跡の正確な年代を明らか

にすることは，後期旧石器時代の人の動きや文化的

な変遷，当時の自然環境などを総合的に考えるうえ

で極めて重要である。また近年では，後期旧石器時

代前半という 3万年前を遡るような古い時期でも，

数㎎の微量な炭化物があれば年代測定が可能となっ

ている。14C 年代を正確な暦の年代に変換する暦年較

正曲線も数年おきにアップデートされている。その

ため，発掘調査で環状ブロック群に伴う炭化材など

が検出されれば，遺跡の正確な形成時期を推定する

ことができる。墨古沢遺跡では，これまで数十点の

炭化物を範囲確認調査で採取することができた。

筆者等は，これまで墨古沢遺跡の環状ブロック群

とその周囲から出土した 31点の炭化材の 14C年代測

定を実施した。その結果，年代的なまとまりからみ

て，以下の 5つのグループに区分された（図 1）。

① 縄文時代以降の攪乱に関係する一群（2点）

② 14C 年代で 25,000〜21,000 年代の一群（6点）

（約 30,500〜25,000 年前）

③ 14C 年代で 28000〜27000 年代の一群（2点)

（約 31,700〜31,000 年前）

④ 14C 年代で 30,000〜29,000 年代の一群（16 点）

（約 34,000〜33,200 年前）

⑤ 14C 年代で 31,000 年代より古い一群（5点)

（約 35,000 年前より古い）

関東地方や中部・東海地方を中心としてこれまで

に集成された後期旧石器時代前半期の 14C 年代測定

例と比較してみると，以上の 5グループのうち④の

一群が環状ブロック群の形成時期にもっとも近い可

能性が高いと考えた。平成 27〜29 年度の調査区は完

掘せずに石器群を現地に残していることや，炭化材

も明確に炭化物集中を形成しているものだけでなく

包含層出土の炭化材が含まれており，複数の 14C 年

代測定結果に年代的なばらつきもある。しかし，環

状ブロック群での直接的な 14C 年代測定が行われた

事例は極めて少なく，墨古沢遺跡の環状ブロック群

の形成時期を絞り込めたことは，今回の調査の極め

て大きな成果の一つと言えよう。

墨古沢遺跡の自然環境

約 34,000 年前の墨古沢遺跡周辺の自然環境を知

るためには，遺跡の近辺の低地や埋没谷などで花粉

分析を行い，植生を復元することが必要である。そ

のため，遺跡周辺に形成された谷でボーリング調査

を実施したが，約 34,000 年前前後の堆積物は失われ

ており，花粉分析を実施することはできなかった。

しかし，遺跡出土の炭化材の樹種を調べることによ

って，断片的ではあるが，遺跡周辺の植生が見えて

きた。炭化材の樹種同定の結果は，トウヒ属やヒメ

バラモミといったマツ科の針葉樹が多く，寒冷気候

下で生育する樹種が多かった。サクラ属などの落葉

広葉樹の炭化材もみらえた。これらのマツ科針葉樹

の樹種は現在の千葉県にはもちろん存在しておらず，

中部山岳地帯の標高 2000ｍの山々に分布している。

約 34,000 年前は，環境史的にみると最終氷期にあた

り，約 24,000 年前頃の最終氷期最寒冷期に向けて，

徐々に寒冷化が進んでいく時期にあたる。酒々井町

周辺には，寒冷気候を示す針葉樹と，冷温帯性の落

葉広葉樹が混じるような針広混交林が広がっていた

のだろう。

図 2は千葉県佐倉市の国立歴史民俗博物館で展示

されている約 34,000 年前頃の南関東の風景を復元

したイラストである（墨古沢遺跡そのものを復元し

たものではなく，当該期の南関東平野部での環状ブ

ロック群の形成期の様子をイメージした）。南関東，

特に千葉県での 35000 年前〜30000 年前前後の古環

境を示すデータは多くないが，今後花粉分析等によ

る古環境研究を進めていくなかで，より具体的な自

然環境を復元していくことが必要である。
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図 1 墨古沢遺跡の環状ブロック群とその周辺から出土した炭化材の年代測定結果

図 2 墨古沢遺跡の周辺環境をイメージした復元イラスト（石井礼子画，国立歴史民俗博物館）
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はじめに

2010 年に日本旧石器学会が集成した日本列島全

体の旧石器時代の遺跡数は、10,150 遺跡にのぼる。

このうち千葉県が全国一の数となり、988 遺跡

(9.7%)が登録された。旧石器時代の遺跡には、その

良好な立地環境(水源や眺望・景観等)や周囲の豊か

な資源(動物等の食料獲得の機会等)に恵まれたこと

に起因して、異なる時代に何度も繰り返し居住され

た痕跡(文化層と呼ぶ)が認められることがあるが、

千葉県にはそうした遺跡が多い。遺跡数を文化層の

総計で測り直すと、列島全域では 14,542 箇所になる

が、このうち千葉県には 2,191 箇所の旧石器時代遺

跡・文化層がある。率にして 15%になり、これも全

国一である(日本旧石器学会 2010)。

千葉県の中でも下総台地にはこうした遺跡・文化

層が集中しており、下総台地は旧石器時代を通じて

日本の中でもっとも繁栄した地域であった。

環状集落の分布と墨古沢遺跡

日本列島からは、周辺のアジア大陸等に比べて異

例なほどの数と密度からなる旧石器時代の遺跡が発

見されていることから、当時非常に住みやすく活発

な人間の活動が行われていたことが明らかとなって

いる。当時日本列島は、氷河時代の寒冷気候により

100 メートル以上の海面低下があり、古北海道半島

(サハリン・北海道・クリル諸島南部がアジア大陸か

ら南につながるひとつの半島)・古本州島(本州・四

国・九州が一つの島)・古琉球諸島の三つの地理的単

位=文化圏に分かれていた。そして旧石器時代を通じ

て大陸と陸で繋がることのなかった古本州島では、

列島独特の旧石器文化が花開いた。そのひとつが環

状集落である(佐藤 2019)。

墨古沢遺跡が国指定史跡に指定された理由は、後

期旧石器時代前半期(38,000〜28,000 年前)前葉の

環状集落のほぼ半分以上が完全な形で保存された日

本で唯一の遺跡であったからである。環状集落は、

石器のまとまりが径 10〜80 メートルほどのドーナ

ツ状をなして分布する特異な集落であり、後期旧石

器時代前半期前葉の古本州島に分布はほとんど限ら

れる。海外では類例は知られていない。中部・関東

地方に分布の中心があり、これまで118遺跡から146

基の環状集落が発見されているが、墨古沢遺跡以外

の全ての環状集落は、発掘調査の過程で失われた。

そして千葉県からは下総台地を中心に、53 遺跡 71

基(49%)の環状集落が発見されているのである(村井

2019)。

墨古沢遺跡は、下総台地のほぼ中央部に立地し、

付近には環状集落が多く分布するが、その中でも中

心的な位置にある。南北 70 メートル、東西 60 メー

トルのやや歪んだ楕円形を呈し、その規模は日本最

大級である。年代測定の結果、ほぼ 34,000 年前に居

住した集落であることが判明した。

墨古沢遺跡の性格

日本列島の旧石器時代は、氷期の寒冷で不安定な

大陸性気候(DO サイクル)に支配されており、古琉球

諸島や古本州島の南岸地帯を除いては、針葉樹や草

原等が卓越した植生に広く覆われていたため、堅果

類のような有用な植物食料資源にきわめて乏しく、

そのため生活の中心は動物狩猟にあった。今日とは

異なり、旧石器時代の列島には、マンモス・バイソ

ン・ヘラジカ(古北海道半島)やナウマンゾウ、ある

いはオオツノシカ・オーロックス(原始牛)などの大

型草食動物が生息していた。これらの大型動物は、

古本州島では最も寒くなった時期(最終氷期最寒冷

期 LGM、28,000〜24,000 年前)の直前までに絶滅し、

以降今日までシカやイノシシといった残りの中・小

型哺乳動物が分布するようになった。

墨古沢遺跡の時代にはまだ大型動物が生息してい

たので、環状集落の形成要因として、これらの大型

動物を狩猟するために人々が集まった跡であるとす

る解釈がかつて行われてきたが、そうだとすると、

環状集落が特定の時期に特定の場所にまとまって出

現する理由を全て説明することができない。例えば

環状集落は 34,000 年前の前後の数千年間に限って

出現しているが、大型動物はその後も相当の期間生

き残っていたからである(佐藤 2019)。

墨古沢遺跡から出土した石器の石材は多様で、そ

基調講演

34,000 年前、墨古沢は日本の中心であった

東京大学 文学部考古学研究室

教 授 佐藤 宏之
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の産地は北関東(安山岩・頁岩・玉髄等)を中心に、

伊豆・信州(黒曜石)までを含む広域にわたるので、

墨古沢に暮らした人々は広範囲を移動する生活を送

っていたと考えられる。大型動物が生息していた後

期旧石器時代前半期の人々は、これらを狩猟するた

めに広域を移動する生活をおくっていたと考えられ

ることとよく整合している。当時の下総台地は、こ

うした大型動物を狩猟するのに適した台地と水源が

広がっており、そのため人々は盛んに繰り返し下総

に集まったのであろう。しかしながら、なぜ特定の

時期に環状集落は形成されたのであろうか。

墨古沢遺跡が形成された後期旧石器時代前半期前

葉は、日本列島に現生人類ホモ・サピエンスが登場

した時期(38,000 年前)のすぐあとに相当するので、

おそらくまだ人口はそれほど多くなかったと思われ

る。そのため人々は、狩猟だけではなく婚姻の相手

を求めて、あるいは情報の交換などの必要性から定

期的に集合して、集団間の安定した関係(同盟関係)

を保つ必要があったと思われる。例えば環状集落は、

狩猟等の活動が低下する冬期の村であったのかもし

れない。人口が少なかった当時の列島にあって、下

総台地は相対的に人口が集中していた。その中で環

状集落が発達したのは、環状集落が集団間の緊張関

係を調節する装置してよく機能したからであろう

(佐藤 2006)。

下総台地からは、ほぼ同時期の後期旧石器時代前

半期前葉の遺跡が数多く発見されていることからも、

墨古沢遺跡が当時日本の中心のひとつであったこと

は確かであろう。狩猟を糧としていた人々にとって

下総は格好の生活の適地であり、墨古沢はその典型

であった。

【引用参考文献】

佐藤宏之 2006 「環状集落の社会生態学」『旧石器研究』

2号、47-54 頁

佐藤宏之 2019 『旧石器時代: 日本文化のはじまり』敬

文舎

日本旧石器学会 2010『日本列島の旧石器時代遺跡-日本

旧石器(先土器・岩宿)時代遺跡のデータベース』日本

旧石器学会

村井大海 2019「第 5 章 考察」『墨古沢遺跡総括報告書』

142-161 頁、酒々井町教育委員会

－15－



平成 30 年度、国史跡指定に向けた墨古沢遺跡の総

括報告書（酒井･村井編 2019）作成にあたり、考察

において本遺跡の環状ブロック群の特徴を比較・抽

出するため全国で検出された環状ブロック群の集成

を行い、118 遺跡・146 基の環状ブロック群を確認す

ることができた。その際の集成時においては、報告

書で環状ブロック群と明記されていないものや部分

的な検出により疑わしきもの含めて取りまとめたが、

それは今後の研究の深化・進展のためにまず資料を

俎上にのせていかなければならないと考えたからで

もある。しかし時間をかけて集成を行ったところで

はあるが、それでも恥ずかしながら知識・情報収集

力不足のため、報告書刊行後にチェック漏れがいく

つか出てきていることが明らかになった。

そこで、今回開催するシンポジウムをきっかけに

前回の集成漏れやこの数か年で新たに検出されたも

の、また前回の総括報告書の集成では紙数の都合上

示すことができなかった参考文献を補遺した再集成

を実施した（表 1・2、図 1・2）。

遺跡番号や環状ブロック群番号については、前回

集成の数字をそのままにし、存在が明らかになった

ものから地域ごとに分けて随時追加していったため、

数字が追いづらくなってしまっているが、令和 2年

11 月末現在、133 遺跡・163 基を集計した。再集計

にあたっては、基本的に前回集成同様、報告書の記

載に準じて規模や点数、ブロック数等の掲載を行っ

たが、分布図や組成表を見直しながら規模・点数等

を再計測し、訂正を行ったものもある。

また、今回も各環状ブロック群の“大きさ”に係

る属性を明確にするため、類型分けを掲載した。基

準は前回にならい下記の通りである。

ブロック数 Ａ類：20 ヶ所以上

Ｂ類：13～19 ヶ所

Ｃ類：7～12 ヶ所

Ｄ類：6ヶ所以下

出土石器数 Ⅰ類：2000 点以上

Ⅱ類：1000 点以上 2000 点未満

Ⅲ類：600 点以上 1000 点未満

Ⅳ類：600 点未満

各類型を集計したものが表 3であり、ここからは

ＣⅣ類が最も検出数が多いことがうかがえる。ＣⅣ

類の規模は東西 11～31ｍ・平均約 20ｍ、南北 11～

30ｍ・平均約 21ｍとなることから、はなはだ単純で

はあるが、直径約 20ｍ前後、ブロックが 7～12 ヶ所、

点数 600 点未満の環状ブロック群が標準的なものと

考えられ、ここから見ても墨古沢遺跡の特異性がう

かがえるのではないだろうか。

酒々井町では今後も墨古沢遺跡の保存と活用を目

指し、調査・研究事業を継続して進めていく予定で

あり、それが全国で初めて環状ブロック群の国史跡

となった当遺跡の責務であると考える。その中で全

国の環状ブロック群の情報を引き続き収集し、墨古

沢遺跡の意義について考える基礎作業のひとつと位

置づけ、粛々と続けていきたいと考えている。皆様

からも資料・情報をお寄せいただければ幸いである。

【参考・引用文献】

橋本勝雄 2003「後期旧石器時代前半期の石斧に関する一

考察」『研究紀要 3』（財）印旛郡市文化財センター

橋本勝雄 2006「環状ユニットと石斧の関り」『旧石器研究』

第 2号 日本旧石器学会

山岡磨由子 2011「第３章 まとめ」『千葉ニュータウン埋

蔵文化財調査報告書ⅩⅩⅢ－印西市泉北側第 3遺跡（下

層）－』（財）千葉県教育振興財団

麻生敏隆 2012「第４章 まとめと考察」『上武道路・旧石

器時代遺跡群（3） 一般国道 17 号（上武道路）改築工

事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』(財)群馬県埋蔵文

化財調査事業団

橋本勝雄 2013「総論 環状ユニットの特質とその意義」

『考古学ジャーナル』№640 ニュー・サイエンス社

島立 桂 2013「関東地方における環状ブロック群の分布

と構造－南関東－」『考古学ジャーナル』№640 ニュ

ー・サイエンス社

村井大海 2019「第５章 考察」『墨古沢遺跡総括報告書－

下総台地に現存する日本最大級の旧石器時代環状ブロ

ック群－』酒々井町

軽部達也 2020「北関東地方西部平野部の環状ブロック群」

『北関東の環状ブロック群 予稿集』岩宿フォーラム

2020 岩宿博物館（2020.11.8 開催）

（参考・引用文献は年代の古い順に記載）

附 編

全国環状ブロック群集成 2020

酒々井町教育委員会

生涯学習課 酒井 弘志
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葉
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〇
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岡
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〇
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献
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Ⅰ
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表
１
　
千
葉
県
内
　
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
集
成

令
和

2
年

1
1
月

（
№

ト
ー

ン
が

追
加

遺
跡

）

東 西 ( m )

南 北 ( m )

台 形 様 石 器

ナ イ フ 形 石 器

斧 形 石 器 ・ 調 整 剥 片

彫 刻 刀 形 石 器

掻 器
削 器

石 錐
石 刃

1
5

瀧
水

寺
裏
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跡
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側
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状

ブ
ロ

ッ
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群
千

葉
県
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西
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1
5

1
5

6
4
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〇

〇
〇

D
Ⅳ

1
6
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葉
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1
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6
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〇
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台
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1
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〇
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〇
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〇

〇
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角
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台
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0
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2
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1

9
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〇

〇
〇
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〇

C
Ⅲ
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9

芝
山
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跡
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1
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ク
千
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県

八
千
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6
)
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9
4
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〇
〇

〇
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北
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落
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台
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葉
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献
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葉
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〇
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セ
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荷
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№
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8
）
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跡
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葉
県

成
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9
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Ⅳ
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4
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掘
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司
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山
新

田
新

山
遺

跡
（
空

港
№

1
0
遺

跡
）
　

十
余

三
稲

荷
峰

西
遺

跡
（
空

港
№

6
8
遺

跡
）
』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

4
4
7
集

2
6

永
塚

俊
司

他
2
0
0
0
『
新

東
京

国
際

空
港

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

Ⅹ
Ⅲ

－
東

峰
御

幸
畑

西
遺

跡
(空

港
№

6
1
遺

跡
)－

』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

3
8
5
集

1
4

1
9

島
立

　
桂

他
2
0
1
2
『
西

八
千

代
北

部
地

区
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
2
－

八
千

代
市

西
芝

山
南

遺
跡

－
』
千

葉
県

教
育

振
興

財
団

調
査

報
告

第
6
9
3
集

1
5

古
内

　
茂

2
0
1
2
『
千

葉
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
Ⅹ

Ⅹ
Ⅵ

－
印

西
市

角
田

台
遺

跡
（
旧

石
器

・
縄

文
時

代
編

）
』
千

葉
県

教
育

振
興

財
団

調
査

報
告

第
6
8
5

集

－18－



表
１
　
千
葉
県
内
　
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
集
成

令
和

2
年

1
1
月

（
№

ト
ー

ン
が

追
加

遺
跡

）

東 西 ( m )

南 北 ( m )

台 形 様 石 器

ナ イ フ 形 石 器

斧 形 石 器 ・ 調 整 剥 片

彫 刻 刀 形 石 器

掻 器
削 器

石 錐
石 刃

2
7

3
5

金
沢

台
遺

跡
千

葉
県

山
武

郡
芝

山
町

2
0

2
0

8
3
0
6

0
〇

〇
〇

〇
C

Ⅳ
石

倉
亮

治
・
永

塚
俊

司
2
0
0
4
『
建

設
セ

ン
タ

ー
・
保

全
事

務
所

用
地

内
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
　

芝
山

町
金

沢
台

遺
跡

』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

4
7
6

集
3
6

南
三

里
塚

宮
原

第
1
遺

跡
第

1
環

状
ブ

ロ
ッ

ク
群

千
葉

県
成

田
市

4
8

4
1

2
9

6
3
2

0
〇

〇
〇

〇
〇

A
Ⅲ

3
7

南
三

里
塚

宮
原

第
1
遺

跡
第

2
環

状
ブ

ロ
ッ

ク
群

千
葉

県
成

田
市

2
1

2
2

8
1
3
5

0
〇

〇
〇

C
Ⅳ

3
8

南
三

里
塚

宮
原

第
1
遺

跡
第

3
環

状
ブ

ロ
ッ

ク
群

千
葉

県
成

田
市

2
4

1
9

1
1

2
9
9

0
〇

〇
〇

〇
〇

C
Ⅳ

2
9

3
9

古
込

（
空

港
№

5
5
）
遺

跡
千

葉
県

成
田

市
1
0

1
0

5
2
5

0
〇

〇
〇

〇
D

Ⅳ
古

内
　

茂
他

1
9
7
1
『
三

里
塚

　
新

東
京

国
際

空
港

用
地

内
の

考
古

学
的

調
査

』
(財

)
千

葉
県

北
総

公
社

3
0

4
0

獅
子

穴
Ⅱ

遺
跡

千
葉

県
富

里
市

6
0

5
0

1
3

1
8
0
5

0
〇

〇
B

Ⅱ
篠

原
　

正
1
9
8
8
『
獅

子
穴

Ⅱ
遺

跡
ー

富
里

町
中

央
公

園
予

定
地

内
埋

蔵
文

化
財

調
査

ー
』
印

旛
郡

市
文

化
財

セ
ン

タ
ー

発
掘

調
査

報
告

書
第

1
8
集

3
1

4
1

腰
巻

遺
跡

F
ブ

ロ
ッ

ク
千

葉
県

佐
倉

市
1
6

1
7

6
6
5

0
〇

〇
D

Ⅳ
石

倉
亮

治
1
9
8
7
『
佐

倉
市

腰
巻

遺
跡

－
佐

倉
第

三
工

業
団

地
造

成
に

伴
う

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

Ⅴ
－

』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告

3
2

4
2

大
堀

遺
跡

第
1
地

点
千

葉
県

佐
倉

市
(2

2
)

(2
2
)

3
1
5
0

不
明

〇
〇

〇
-

北
西

側
の

一
部

を
検

出
。

推
定

径
約

2
2
ｍ

。
田

村
　

隆
他

1
9
8
9
『
佐

倉
市

南
志

津
地

区
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
1
－

佐
倉

市
御

塚
山

・
大

林
・
大

堀
・
西

野
・
芋

窪
遺

跡
－

』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

1
5
2
集

4
3

四
ツ

塚
遺

跡
西

側
環

状
ブ

ロ
ッ

ク
群

千
葉

県
山

武
市

1
6

1
8

8
2
4
8

0
〇

〇
〇

〇
C

Ⅳ

4
4

四
ツ

塚
遺

跡
東

側
環

状
ブ

ロ
ッ

ク
群

千
葉

県
山

武
市

2
9

3
6

1
6

1
3
8
1

0
〇

〇
〇

B
Ⅱ

3
4

4
5

八
幡

神
社

北
（
1
）
遺

跡
石

器
集

中
1
・
2

千
葉

県
山

武
市

2
0

2
5

3
5
8

3
0

〇
D

Ⅳ
永

塚
俊

司
他

2
0
0
9
『
両

総
農

業
水

利
事

業
第

3
揚

水
機

場
建

設
工

事
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
2
－

山
武

市
八

幡
神

社
北

(1
)・

(2
)・

(3
)遺

跡
－

』
千

葉
県

教
育

振
興

財
団

調
査

報
告

第
6
0
8
集

1
2
8

1
5
7

赤
羽

根
遺

跡
5
F
-
0
8
グ

リ
ッ

ド
周

辺
千

葉
県

山
武

郡
松

尾
町

2
0

1
7

1
3

1
3
7
0

0
○

○
○

B
Ⅱ

田
島

　
新

他
2
0
0
3
『
千

葉
東

金
道

路
（
二

期
）
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
1
2
-
松

尾
町

赤
羽

根
遺

跡
-
』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

4
4
0
集

3
5

4
6

大
道

遺
跡

第
1
ユ

ニ
ッ

ト
千

葉
県

千
葉

市
(6

8
)

(6
8
)

3
2
7
1

7
0

〇
〇

-
北

東
側

の
約

1
/
4
を

検
出

。
推

定
径

約
6
8
ｍ

。
榊

原
弘

二
・
白

石
　

浩
1
9
8
3
『
千

葉
市

大
道

遺
跡

・
生

実
城

跡
発

掘
調

査
報

告
書

』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

5
9
集

3
6

4
7

鎌
取

遺
跡

第
1
ブ

ロ
ッ

ク
群

千
葉

県
千

葉
市

1
4

2
0

4
3
1
6

0
〇

〇
〇

D
Ⅳ

上
守

秀
明

・
出

口
雅

人
編

1
9
9
3
『
千

葉
東

南
部

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

1
8
－

鎌
取

遺
跡

－
』

千
葉

県
文

化
財

セ
ン

タ
ー

調
査

報
告

第
2
2
2
集

3
7

4
8

有
吉

城
跡

第
2
8
地

点
千

葉
県

千
葉

市
(1

4
)

(1
4
)

3
4
3

不
明

〇
〇

〇
-

南
西

側
の

一
部

を
検

出
。

推
定

径
約

1
4
ｍ

。
島

立
　

桂
他

2
0
0
4
『
千

葉
東

南
部

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

2
9
－

千
葉

市
バ

ク
チ

穴
遺

跡
・
大

膳
野

南
貝

塚
・
有

吉
城

跡
2
（
旧

石
器

時
代

）
－

』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

4
6
7
集

3
8

4
9

城
ノ

台
遺

跡
第

1
地

点
千

葉
県

千
葉

市
(3

4
)

(3
4
)

3
2
3
2

不
明

〇
-

南
側

の
一

部
を

検
出

。
推

定
径

約
3
4
ｍ

。
島

立
　

桂
他

2
0
0
6
『
千

葉
東

南
部

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

3
4
－

千
葉

市
城

ノ
台

遺
跡

－
』
千

葉
県

教
育

振
興

財
団

調
査

報
告

第
5
3
9
集

5
0

押
沼

大
六

天
遺

跡
A

5
-
A

ブ
ロ

ッ
ク

千
葉

県
市

原
市

4
3

2
0

9
7
1
5

5
0

〇
〇

C
Ⅲ

5
1

押
沼

大
六

天
遺

跡
C

3
-
A

ブ
ロ

ッ
ク

千
葉

県
市

原
市

4
2

3
7

1
2

1
5
8
2

0
〇

〇
〇

〇
C

Ⅱ

4
0

5
2

草
刈

遺
跡

D
区

千
葉

県
市

原
市

1
3

1
2

5
2
0
0

0
〇

〇
〇

D
Ⅳ

島
立

　
桂

2
0
0
3
『
千

原
台

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

Ⅹ
－

市
原

市
草

刈
遺

跡
（
東

部
地

区
旧

石
器

時
代

）
－

』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

4
6
2
集

5
3

草
刈

六
之

台
遺

跡
Jブ

ロ
ッ

ク
千

葉
県

市
原

市
9

9
5

9
0

0
〇

〇
D

Ⅳ

5
4

草
刈

六
ノ

台
遺

跡
N

ブ
ロ

ッ
ク

千
葉

県
市

原
市

1
1

1
0

4
1
7
5

1
0

〇
D

Ⅳ
5
5

草
刈

六
之

台
遺

跡
E
ブ

ロ
ッ

ク
千

葉
県

市
原

市
1
4

2
2

5
7
0
4

4
0

〇
〇

〇
〇

〇
D

Ⅲ

遺 跡 №

ブ ロ ッ ク 群 №

遺
跡

名
・
地

点
所

在
地

（
市

町
村

）

円
環

部
推

定
径

出 土 石 器 ブ ロ ッ ク 数

出 土 石 器 数

遺 存 率 ( % )

主
要

石
器

類 型
備

　
　

考
・
文

　
　

献

田
島

　
新

・
島

立
　

桂
2
0
0
6
『
千

原
台

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

Ⅹ
Ⅴ

－
市

原
市

押
沼

大
六

天
遺

跡
（
下

層
）
－

』
千

葉
県

教
育

振
興

財
団

調
査

報
告

第
5
3
6
集

2
8

宇
井

義
典

他
2
0
0
4
『
南

三
里

塚
宮

原
第

1
・
第

2
遺

跡
－

(仮
)南

三
里

塚
物

流
基

地
建

設
予

定
地

内
埋

蔵
文

化
財

調
査

ー
』
印

旛
郡

市
文

化
財

セ
ン

タ
ー

発
掘

調
査

報
告

書
第

6
0
4
集

4
1

島
立

　
桂

他
1
9
9
4
『
千

原
台

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

Ⅵ
ー

草
刈

六
之

台
遺

跡
－

』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

2
4
1
集

3
3

西
口

　
徹

他
2
0
0
1
『
千

葉
東

金
道

路
（
二

期
）
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
7
－

松
尾

町
・
横

芝
町

四
ツ

塚
遺

跡
・
松

尾
町

千
神

塚
群

－
』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

4
0
2
集

3
9
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表
１
　
千
葉
県
内
　
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
集
成

令
和

2
年

1
1
月

（
№

ト
ー

ン
が

追
加

遺
跡

）

東 西 ( m )

南 北 ( m )

台 形 様 石 器

ナ イ フ 形 石 器

斧 形 石 器 ・ 調 整 剥 片

彫 刻 刀 形 石 器

掻 器
削 器

石 錐
石 刃

5
6

細
山

（
2
）
遺

跡
C

1
ブ

ロ
ッ

ク
千

葉
県

市
原

市
1
2

1
3

7
9
9

0
〇

〇
〇

〇
C

Ⅳ

5
7

細
山

（
2
）
遺

跡
C

2
ブ

ロ
ッ

ク
千

葉
県

市
原

市
1
4

1
9

7
1
4
7

0
〇

〇
〇

〇
〇

C
Ⅳ

4
3

5
8

中
潤

ヶ
広

遺
跡

（
1
）
第

1
0
ブ

ロ
ッ

ク
千

葉
県

市
原

市
1
4

1
6

5
1
6
3

0
〇

〇
D

Ⅳ
田

島
　

新
他

2
0
0
7
『
潤

井
戸

地
区

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

Ⅲ
－

市
原

市
中

潤
ヶ

広
遺

跡
（
下

層
）
－

』
千

葉
県

教
育

振
興

財
団

調
査

報
告

第
5
8
2
集

4
4

5
9

大
網

山
田

台
遺

跡
№

8
地

点
6
8
・
6
9
ブ

ロ
ッ

ク
千

葉
県

大
網

白
里

市
2
4

2
6

7
3
1
7

0
〇

〇
○

○
〇

○
C

Ⅳ
青

木
幸

一
・
吉

田
直

哉
他

1
9
9
4
『
大

網
山

田
台

遺
跡

群
Ⅰ

－
旧

石
器

時
代

篇
－

』
さ

ん
ぶ

考
古

資
料

刊
行

会

4
5

6
0

葭
山

遺
跡

千
葉

県
千

葉
市

(3
5
)

(2
8
)

9
1
5
2

5
0

〇
〇

〇
〇

-
南

側
約

1
/
2
を

検
出

か
。

推
定

径
約

3
5
×

2
8
ｍ

。
簗

瀬
裕

一
他

1
9
9
6
「
葭

山
遺

跡
」
『
土

気
南

遺
跡

群
Ⅷ

』
千

葉
市

文
化

財
調

査
協

会

4
6

6
1

西
大

野
遺

跡
第

1
C

区
千

葉
県

千
葉

市
(2

6
)

(2
6
)

4
1
6
9

不
明

〇
－

北
西

側
の

一
部

を
検

出
。

推
定

径
約

2
6
ｍ

。
西

口
　

徹
1
9
9
4
『
土

気
緑

の
森

工
業

団
地

内
発

掘
調

査
報

告
書

』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

2
5
3
集

4
7

6
2

東
大

野
第

2
遺

跡
千

葉
県

千
葉

市
6
0

6
0

2
9

7
9
2

0
〇

〇
A

Ⅲ
西

口
　

徹
1
9
9
4
『
土

気
緑

の
森

工
業

団
地

内
発

掘
調

査
報

告
書

』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

2
5
3
集

6
3

台
山

遺
跡

第
2
ユ

ニ
ッ

ト
千

葉
県

袖
ケ

浦
市

2
9

3
0

8
4
5
6

1
0

〇
〇

〇
C

Ⅳ

6
4

台
山

遺
跡

第
3
ユ

ニ
ッ

ト
千

葉
県

袖
ケ

浦
市

2
0

1
8

7
1
5
3

1
0

〇
〇

〇
C

Ⅳ

6
5

関
畑

遺
跡

A
ユ

ニ
ッ

ト
千

葉
県

袖
ケ

浦
市

1
3

1
2

6
8
2
5

0
〇

〇
D

Ⅲ
新

田
浩

三
・
小

久
貫

隆
史

2
0
0
4
『
東

関
東

自
動

車
道

（
千

葉
・
富

津
線

）
埋

蔵
文

化
財

調
査

1
3
－

袖
ヶ

浦
市

関
畑

遺
跡

－
』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

4
8
4
集

6
6

関
畑

遺
跡

B
ユ

ニ
ッ

ト
千

葉
県

袖
ケ

浦
市

(2
0
)

2
0

7
5
5
6

5
0

〇
〇

〇
C

Ⅳ
西

側
約

1
/
2
を

検
出

。
推

定
径

約
2
0
ｍ

。
参

考
文

献
同

上
。

5
0

6
7

文
脇

遺
跡

石
器

集
中

地
点

Ⅱ
～

Ⅳ
千

葉
県

袖
ケ

浦
市

(5
4
)

(5
4
)

6
1
3
4

不
明

〇
〇

〇
－

南
西

側
の

一
部

を
調

査
か

。
推

定
径

約
5
4
ｍ

。
加

藤
正

信
・
大

谷
弘

幸
1
9
9
5
『
袖

ヶ
浦

市
文

脇
遺

跡
-
主

要
地

方
道

千
葉

鴨
川

線
県

単
道

路
改

良
（
幹

線
道

路
網

整
備

）
工

事
に

伴
う
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
-
』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

2
6
6
集

6
8

鉢
ヶ

谷
第

5
地

点
第

Ⅰ
文

化
層

千
葉

県
東

金
市

1
7

1
1

9
2
7
9

0
〇

〇
〇

〇
〇

C
Ⅳ

6
9

鉢
ヶ

谷
第

5
地

点
第

Ⅱ
文

化
層

千
葉

県
東

金
市

1
4

1
1

9
1
0
6

0
〇

〇
C

Ⅳ

5
2

7
0

土
持

台
遺

跡
A

ブ
ロ

ッ
ク

千
葉

県
香

取
郡

多
古

町
1
2

1
3

8
1
1
3

0
〇

〇
C

Ⅳ
三

浦
和

信
1
9
8
6
『
多

古
工

業
団

地
内

遺
跡

群
発

掘
調

査
報

告
書

－
林

小
原

子
台

・
巣

根
・
土

持
台

・
林

中
ノ

台
・
吹

入
台

－
』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

1
0
2
集

5
6

7
4

遺
跡

基
（
千

葉
県

内
）

豊
田

秀
治

他
2
0
0
0
『
東

関
東

自
動

車
道

（
千

葉
・
富

津
線

）
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
5
-
市

原
市

中
伊

沢
遺

跡
・
百

目
木

遺
跡

・
下

椎
木

遺
跡

・
志

保
知

山
遺

跡
・
ヤ

ジ
山

遺
跡

・
細

山
(1

)(
2
)遺

跡
-
』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

3
8
3
集

遺 跡 №

ブ ロ ッ ク 群 №

遺
跡

名
・
地

点
所

在
地

（
市

町
村

）

円
環

部
推

定
径

出 土 石 器 ブ ロ ッ ク 数

出 土 石 器 数

遺 存 率 ( % )

主
要

石
器

類 型
備

　
　

考
・
文

　
　

献

新
田

浩
三

他
2
0
0
2
『
東

関
東

自
動

車
道

（
千

葉
・
富

津
線

）
埋

蔵
文

化
財

調
査

1
0
－

袖
ヶ

浦
市

台
山

遺
跡

－
』
千

葉
県

文
化

財
セ

ン
タ

ー
調

査
報

告
第

4
3
5
集

4
2

5
1

吉
田

直
哉

2
0
0
1
『
小

野
山

田
遺

跡
群

Ⅲ
（
第

2
分

冊
）
-
先

土
器

時
代

篇
-
』
山

武
郡

市
文

化
財

セ
ン

タ
ー

発
掘

調
査

報
告

書
第

7
1
集

4
9

4
8

－20－



表
２
　
千
葉
県
外
　
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
集
成

令
和

2
年

1
1
月

（
№

ト
ー

ン
が

追
加

遺
跡

）

東 西 ( m )

南 北 ( m )

台 形 様 石 器

ナ イ フ 形 石 器

斧 形 石 器 ・ 調 整 剥 片

彫 刻 刀 形 石 器

掻 器
削 器

石 錐
石 刃

5
4

7
2

共
栄

3
遺

跡
北

海
道

上
川

郡
清

水
町

4
5

3
4

8
1
5
3
9

0
〇

〇
〇

C
Ⅱ

山
原

敏
朗

他
1
9
9
2
『
清

水
町

 上
清

水
2
遺

跡
・
共

栄
3
遺

跡
(2

) 
･東

松
沢

2
遺

跡
、

芽
室

町
 北

明
1
遺

跡
 －

北
海

道
横

断
自

動
車

道
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
－

』
(財

)北
海

道
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

調
査

報
告

書
第

7
6
集

5
5

7
3

家
の

下
遺

跡
秋

田
県

山
本

郡
三

種
町

2
5

3
2

1
6

1
6
9
7
9

0
〇

〇
〇

〇
〇

〇
B

Ⅰ
高

橋
　

学
・
五

十
嵐

一
治

1
9
9
8
『
家

の
下

遺
跡

(2
)　

旧
石

器
時

代
編

ー
県

営
ほ

場
整

備
事

業
（
琴

丘
地

区
）
に

係
る

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

Ⅲ
-
』
秋

田
県

文
化

財
調

査
報

告
書

第
2
7
5
集

5
6

7
4

地
蔵

田
遺

跡
秋

田
県

秋
田

市
2
0

2
8

1
4

4
4
4
7

1
0

〇
〇

〇
〇

〇
〇

B
Ⅰ

神
田

和
彦

他
2
0
1
1
『
地

蔵
田

遺
跡

－
旧

石
器

時
代

編
ー

』
秋

田
市

教
育

委
員

会

5
7

7
5

愛
宕

山
遺

跡
岩

手
県

北
上

市
2
2

(2
2
)

9
2
0
9
8

7
0

〇
〇

〇
〇

〇
〇

-
環

状
部

中
央

を
通

る
東

西
ト
レ

ン
チ

で
一

部
を

検
出

。
推

定
径

約
2
2
ｍ

。
佐

藤
嘉

広
他

1
9
9
3
『
北

上
市

和
賀

町
愛

宕
山

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
』
岩

手
県

立
博

物
館

調
査

研
究

報
告

書
第

9
冊

　
岩

手
県

立
博

物
館

5
8

7
6

南
部

工
業

団
地

内
遺

跡
U

区
岩

手
県

北
上

市
3
6

3
2

3
1

5
7
3
3

0
〇

〇
A

Ⅰ
杉

本
　

良
・
高

橋
香

里
1
9
9
7
『
南

部
工

業
団

地
内

遺
跡

Ⅲ
』
北

上
市

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

2
7
集

　
北

上
市

教
育

委
員

会

5
9

7
7

笹
山

原
№

8
遺

跡
福

島
県

会
津

若
松

市
1
4

1
0

6
2
1
6

0
〇

〇
〇

〇
D

Ⅳ

柳
田

俊
雄

1
9
9
5
「
会

津
笹

山
原

遺
跡

の
旧

石
器

時
代

石
器

群
の

研
究

-
石

刃
技

法
を

主
体

と
す

る
石

器
群

を
中

心
に

-
」
『
郡

山
女

子
大

学
紀

要
』
3
1
-
2
　

郡
山

女
子

大
学 藤

原
妃

敏
他

1
9
9
9
『
福

島
県

の
旧

石
器

時
代

遺
跡

』
福

島
県

立
博

物
館

調
査

報
告

書
第

3
4
集

　
福

島
県

立
博

物
館

6
0

7
8

大
谷

上
ノ

原
遺

跡
第

2
ブ

ロ
ッ

ク
、

L
3
3
、

M
3
2
・
3
3
、

N
3
3
グ

リ
ッ

ド
福

島
県

双
葉

郡
楢

葉
町

3
4

3
0

5
2
7
3

3
0

〇
〇

〇
D

Ⅳ
伊

藤
典

子
他

2
0
0
1
『
常

磐
自

動
車

道
遺

跡
調

査
報

告
2
6
　

大
谷

上
ノ

原
遺

跡
（
1
次

調
査

）
・
新

堤
入

遺
跡

』
福

島
県

文
化

財
調

査
報

告
書

第
3
7
9
集

6
1

7
9

大
志

白
遺

跡
群

第
7
地

区
栃

木
県

宇
都

宮
市

1
4

1
2

6
3
9
7

0
〇

〇
〇

D
Ⅳ

戸
田

正
勝

2
0
0
0
『
大

志
白

遺
跡

群
発

掘
調

査
報

告
書

　
ア

ン
ビ

ッ
ク

ス
緑

が
丘

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

造
成

に
伴

う
発

掘
調

査
（
旧

石
器

時
代

編
）
』
河

内
町

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
3
集

　
河

内
町

教
育

委
員

会

6
2

8
0

上
林

遺
跡

栃
木

県
佐

野
市

5
0

8
0

6
4

3
4
8
0

0
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

A
Ⅰ

出
居

　
博

他
2
0
0
4
『
上

林
遺

跡
-
佐

野
新

都
市

開
発

整
備

事
業

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
-
』
佐

野
市

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
3
0
集

　
佐

野
市

教
育

委
員

会

6
3

8
1

小
倉

水
神

社
裏

遺
跡

第
1
～

第
5
ユ

ニ
ッ

ト
栃

木
県

栃
木

市
1
7

1
5

5
1
0
1

1
0

〇
D

Ⅳ
塚

本
師

也
1
9
9
0
『
小

倉
水

神
社

裏
遺

跡
・
水

木
東

遺
跡

　
宇

都
宮

西
中

核
工

業
団

地
建

設
に

伴
う

発
掘

調
査

』
栃

木
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

1
0
9
集

6
4

8
2

並
松

遺
跡

B
地

点
栃

木
県

芳
賀

郡
茂

木
町

1
5

1
5

5
1
1
1
3

0
〇

D
Ⅱ

毎
澤

信
博

1
9
9
7
「
並

松
遺

跡
」
『
茂

木
町

史
　

第
二

巻
　

資
料

編
1
　

原
始

古
代

・
中

世
』
茂

木
町

茂
木

町
史

編
さ

ん
委

員
会

2
0
0
1
「
旧

石
器

時
代

の
茂

木
」
『
茂

木
町

史
　

第
五

巻
　

通
史

編
1
　

原
始

古
代

・
中

世
・
近

世
』
茂

木
町

6
5

8
3

鹿
野

場
遺

跡
茨

城
県

日
立

市
2
1

1
6

9
2
1
2
9

0
〇

〇
〇

〇
C

Ⅰ
舘

野
　

孝
他

1
9
7
9
『
日

立
市

鹿
野

場
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

』
日

立
市

文
化

財
調

査
報

告
第

6
集

　
日

立
市

教
育

委
員

会

6
6

8
4

分
郷

八
崎

遺
跡

第
1
集

中
地

点
群

馬
県

渋
川

市
1
8

1
9

9
2
5
7

0
〇

〇
〇

〇
C

Ⅳ
右

島
和

夫
他

1
9
8
6
『
分

郷
八

崎
遺

跡
　

関
越

自
動

車
道

（
新

潟
線

）
地

域
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
』
北

橘
村

教
育

委
員

会

6
7

8
5

和
田

遺
跡

群
馬

県
み

ど
り

市
1
4

1
4

5
1
5
4

0
〇

D
Ⅳ

笠
懸

村
誌

刊
行

委
員

会
1
9
8
3
『
笠

懸
村

誌
　

別
巻

一
　

資
料

編
　

自
然

篇
・
原

始
古

代
篇

』
笠

懸
村

6
8

8
6

十
二

社
遺

跡
群

馬
県

桐
生

市
2
2

1
9

1
6

4
0
0

0
〇

〇
〇

〇
B

Ⅳ
加

部
二

生
・
大

工
原

豊
1
9
9
2
「
群

馬
県

新
里

村
十

二
社

遺
跡

の
調

査
」
『
第

5
回

長
野

県
旧

石
器

文
化

研
究

交
流

会
-
発

表
要

旨
-
』
長

野
県

旧
石

器
文

化
研

究
交

流
会

遺 跡 №

ブ ロ ッ ク 群 №

遺
跡

名
・
地

点
所

在
地

（
市

町
村

）

円
環

部
推

定
径

出 土 石 器 ブ ロ ッ ク 数

出 土 石 器 数

遺 存 率 ( % )

主
要

石
器

類 型
備

　
　

考
・
文

　
　

献
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表
２
　
千
葉
県
外
　
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
集
成

令
和

2
年

1
1
月

（
№

ト
ー

ン
が

追
加

遺
跡

）

東 西 ( m )

南 北 ( m )

台 形 様 石 器

ナ イ フ 形 石 器

斧 形 石 器 ・ 調 整 剥 片

彫 刻 刀 形 石 器

掻 器
削 器

石 錐
石 刃

8
7

武
井

遺
跡

北
ブ

ロ
ッ

ク
群

馬
県

桐
生

市
2
8

3
9

1
0

1
0
0

2
0

〇
〇

○
〇

C
Ⅳ

礫
群

9
基

を
含

む
。

南
東

側
の

一
部

が
未

調
査

。
加

部
二

生
・
小

菅
将

夫
1
9
9
5
「
武

井
遺

跡
」
『
第

2
回

石
器

文
化

研
究

交
流

会
-
発

表
要

旨
-
』
石

器
文

化
研

究
会

加
部

二
生

1
9
9
8
「
武

井
遺

跡
の

調
査

概
要

-
新

里
村

教
育

委
員

会
の

調
査

を
中

心
と

し
て

-
」
『
武

井
遺

跡
と

北
関

東
の

槍
先

形
尖

頭
器

文
化

　
予

稿
集

』
第

6
回

岩
宿

フ
ォ

ー
ラ

ム
/
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
　

笠
懸

野
岩

宿
文

化
資

料
館

阿
久

澤
智

和
・
加

部
二

生
2
0
2
0
「
武

井
遺

跡
の

環
状

ブ
ロ

ッ
ク

群
」
『
北

関
東

の
環

状
ブ

ロ
ッ

ク
群

　
予

稿
集

』
岩

宿
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0
2
0
　

岩
宿

博
物

館

1
5
8

武
井

遺
跡

南
ブ

ロ
ッ

ク
群

馬
県

桐
生

市
(5

0
)

(5
0
)

9
1
7
0

2
5

○
○

○
－

東
側

約
1
/
2
を

検
出

。
北

西
側

約
1
/
4
を

攪
乱

に
よ

り
失

わ
れ

る
。

南
西

側
約

1
/
4
は

未
調

査
。

推
定

径
約

5
0
ｍ

。
阿

久
澤

智
和

・
加

部
二

生
2
0
2
0
「
武

井
遺

跡
の

環
状

ブ
ロ

ッ
ク

群
」
『
北

関
東

の
環

状
ブ

ロ
ッ

ク
群

　
予

稿
集

』
岩

宿
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0
2
0
　

岩
宿

博
物

館

7
0

8
8

下
触

牛
伏

遺
跡

第
Ⅱ

文
化

層
群

馬
県

伊
勢

崎
市

4
3

4
0

1
5

2
0
3
7

0
〇

〇
〇

〇
〇

〇
B

Ⅰ
岩

崎
泰

一
他

1
9
8
6
『
下

触
牛

伏
遺

跡
　

身
体

障
害

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

建
設

予
定

地
内

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

』
群

馬
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
事

業
団

第
5
1
集

8
9

今
井

三
騎

堂
遺

跡
第

Ⅳ
文

化
層

B
地

点
群

馬
県

伊
勢

崎
市

4
0

3
5

1
6

4
1
4

0
B

Ⅳ

9
0

今
井

三
騎

堂
遺

跡
第

Ⅳ
文

化
層

C
地

点
群

馬
県

伊
勢

崎
市

4
0

5
5

1
3

8
2
3

0
〇

〇
〇

〇
〇

〇
B

Ⅲ

7
2

9
1

三
和

工
業

団
地

Ⅰ
遺

跡
第

4
文

化
層

群
馬

県
伊

勢
崎

市
7
2

6
4

2
5

1
7
2
4

0
〇

〇
〇

〇
〇

〇
A

Ⅱ
津

島
秀

章
他

1
9
9
9
『
三

和
工

業
団

地
Ⅰ

遺
跡

(1
)-

旧
石

器
時

代
編

ー
三

和
工

業
団

地
造

成
事

業
に

伴
う
三

和
工

業
団

地
Ⅰ

遺
跡

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

第
1

集
』
群

馬
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
事

業
団

発
掘

調
査

報
告

書
第

2
4
6
集

7
3

9
2

波
志

江
西

宿
遺

跡
3
期

群
馬

県
伊

勢
崎

市
2
4

2
0

5
3
9
1

0
〇

〇
〇

D
Ⅳ

麻
生

敏
隆

・
桜

井
美

枝
2
0
0
4
『
波

志
江

西
宿

遺
跡

Ⅱ
（
縄

文
時

代
・
旧

石
器

時
代

編
）

北
関

東
自

動
車

道
（
高

崎
～

伊
勢

崎
）
地

域
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
第

2
3

集
』
群

馬
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
事

業
団

発
掘

調
査

報
告

書
第

3
3
0
集

9
3

舞
台

遺
跡

E
区

1
群

群
馬

県
伊

勢
崎

市
2
4

2
6

8
2
0
6

0
〇

〇
○

○
〇

C
Ⅳ

1
5
1

舞
台

遺
跡

E
区

2
群

群
馬

県
伊

勢
崎

市
3
1

1
9

7
2
5
8

0
○

○
○

C
Ⅳ

7
5

9
4

古
城

遺
跡

Ⅰ
A

区
群

馬
県

安
中

市
1
0

1
2

6
8
6

2
0

〇
D

Ⅳ
7
6

9
5

古
城

遺
跡

Ⅰ
C

区
群

馬
県

安
中

市
1
6

2
2

1
4

5
2
3

0
〇

〇
〇

B
Ⅳ

7
7

9
6

白
岩

民
部

遺
跡

B
区

群
馬

県
高

崎
市

3
5

4
0

9
7
2
6

0
〇

〇
〇

〇
C

Ⅲ
関

口
美

枝
他

2
0
0
0
『
白

川
笹

塚
遺

跡
・
白

岩
浦

久
保

遺
跡

・
白

岩
民

部
遺

跡
　

北
陸

新
幹

線
建

設
に

伴
う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
第

1
4
集

』
群

馬
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
事

業
団

発
掘

調
査

報
告

書
第

2
6
6
集

7
8

9
7

三
ツ

子
沢

中
遺

跡
群

馬
県

高
崎

市
1
8

2
1

1
0

5
4
1

0
〇

〇
〇

〇
C

Ⅳ
松

村
和

男
他

2
0
0
0
『
三

ッ
子

沢
中

遺
跡

　
北

陸
新

幹
線

地
域

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

第
1
2
集

』
群

馬
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
事

業
団

発
掘

調
査

報
告

書
第

2
6
0

集

7
9

9
8

白
川

傘
松

遺
跡

Ⅱ
地

区
群

馬
県

高
崎

市
2
4

2
2

9
5
9
9

0
〇

〇
〇

C
Ⅳ

麻
生

敏
隆

他
1
9
9
7
『
白

川
傘

松
遺

跡
　

北
陸

新
幹

線
建

設
工

事
に

伴
う
埋

蔵
文

化
財

調
査

発
掘

調
査

報
告

書
第

4
集

』
(財

)群
馬

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

事
業

団
調

査
報

告
書

第
2
0
4
集

8
0

9
9

多
比

良
追

部
野

遺
跡

F
区

群
馬

県
高

崎
市

1
5

1
3

1
0

4
2
2

0
〇

〇
〇

〇
〇

C
Ⅳ

関
口

博
幸

・
桜

井
美

枝
他

1
9
9
7
『
関

越
自

動
車

道
(上

越
線

)地
域

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

第
4
0
集

　
田

比
良

追
部

野
遺

跡
』
群

馬
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
事

業
団

発
掘

調
査

報
告

書
第

2
1
3
集

6
9

大
工

原
豊

他
1
9
8
8
『
古

城
遺

跡
－

安
中

古
城

住
宅

団
地

造
成

事
業

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
』
安

中
市

教
育

委
員

会

7
1

岩
崎

泰
一

他
2
0
0
4
『
今

井
三

騎
堂

遺
跡

-
旧

石
器

時
代

編
-
多

田
山

丘
陵

開
発

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

2
集

』
群

馬
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
事

業
団

調
査

報
告

第
3
2
5
集

7
4

麻
生

敏
隆

他
2
0
0
5
『
舞

台
遺

跡
(3

)　
舞

台
遺

跡
（
縄

文
時

代
・
旧

石
器

時
代

編
）
・
大

井
戸

遺
跡

　
北

関
東

自
動

車
道

（
高

崎
～

伊
勢

崎
）
地

域
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
第

3
0
集

』
群

馬
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
事

業
団

発
掘

調
査

報
告

書
第

3
4
5
集

円
環

部
推

定
径

備
　

　
考

・
文

　
　

献

出 土 石 器 ブ ロ ッ ク 数

出 土 石 器 数

遺 存 率 ( % )

主
要

石
器

類 型

遺 跡 №

ブ ロ ッ ク 群 №

遺
跡

名
・
地

点
所

在
地

（
市

町
村

）
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表
２
　
千
葉
県
外
　
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
集
成

令
和

2
年

1
1
月

（
№

ト
ー

ン
が

追
加

遺
跡

）

東 西 ( m )

南 北 ( m )

台 形 様 石 器

ナ イ フ 形 石 器

斧 形 石 器 ・ 調 整 剥 片

彫 刻 刀 形 石 器

掻 器
削 器

石 錐
石 刃

8
1

1
0
0

藤
岡

北
山

遺
跡

1
～

9
ブ

ロ
ッ

ク
群

馬
県

藤
岡

市
2
5

2
2

9
3
2
5

0
○

〇
○

○
○

D
Ⅳ

志
村

　
哲

他
1
9
8
7
『
国

道
2
5
4
号

線
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
　

A
6
白

塩
道

南
遺

跡
・
A

2
藤

岡
北

山
遺

跡
』
藤

岡
市

教
育

委
員

会
中

島
　

誠
・
軽

部
達

也
1
9
9
3
「
藤

岡
北

山
遺

跡
」
『
藤

岡
市

史
　

資
料

編
　

原
始

・
古

代
・
中

世
』
藤

岡
市

志
村

　
哲

・
大

工
原

豊
1
9
8
8
「
藤

岡
北

山
遺

跡
」
『
群

馬
県

史
　

資
料

編
1
　

原
始

古
代

1
』
群

馬
県

1
2
2

1
5
0

藤
岡

北
山

Ｂ
遺

跡
第

1
文

化
層

第
3
石

器
集

中
地

点群
馬

県
藤

岡
市

2
0

1
6

1
4

6
6
4

0
○

○
○

○
Ｂ

Ⅲ
軽

部
達

也
他

1
9
9
5
『
藤

岡
北

山
Ｂ

遺
跡

－
県

有
文

化
施

設
み

か
ぼ

み
ら

い
館

建
設

に
伴

う
発

掘
調

査
報

告
書

』
藤

岡
市

教
育

委
員

会

1
2
9

1
5
9

白
石

北
原

遺
跡

群
馬

県
藤

岡
市

(2
8
)

(2
8
)

4
0

○
○

－

調
査

し
た

4
か

所
の

ブ
ロ

ッ
ク

で
推

定
。

推
定

径
約

2
8
ｍ

。
軽

部
達

也
2
0
1
2
『
白

石
北

原
遺

跡
（
旧

石
器

時
代

編
）
』
藤

岡
市

教
育

委
員

会
関

口
博

幸
2
0
2
0
「
群

馬
県

鏑
川

流
域

の
環

状
ブ

ロ
ッ

ク
群

」
『
北

関
東

の
環

状
ブ

ロ
ッ

ク
群

　
予

稿
集

』
岩

宿
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0
2
0
　

岩
宿

博
物

館

1
3
0

1
6
0

三
ツ

木
東

原
遺

跡
群

馬
県

藤
岡

市
(2

3
)

(2
3
)

-
-

-
-

詳
細

不
明

。
推

定
径

約
2
3
ｍ

。
新

井
　

仁
2
0
1
9
「
群

馬
県

」
『
日

本
考

古
学

年
報

7
0
（
2
0
1
7
年

度
版

）
』
日

本
考

古
学

協
会

文
挾

健
太

郎
2
0
2
0
「
群

馬
県

」
『
日

本
考

古
学

年
報

7
1
（
2
0
1
8
年

度
版

）
』
日

本
考

古
学

協
会

軽
部

達
也

2
0
2
0
「
北

関
東

地
方

西
部

平
野

部
の

環
状

ブ
ロ

ッ
ク

群
」
『
北

関
東

の
環

状
ブ

ロ
ッ

ク
群

　
予

稿
集

』
岩

宿
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0
2
0
　

岩
宿

博
物

館
1
0
1

白
倉

下
原

遺
跡

A
区

群
馬

県
甘

楽
郡

甘
楽

町
1
8

1
8

6
4
0
3

0
〇

〇
〇

〇
〇

D
Ⅳ

1
0
2

白
倉

下
原

遺
跡

B
区

群
馬

県
甘

楽
郡

甘
楽

町
1
6

1
6

4
1
2
0

0
〇

〇
〇

〇
〇

D
Ⅳ

8
3

1
0
3

天
引

向
原

遺
跡

A
区

群
馬

県
甘

楽
郡

甘
楽

町
3
0

2
6

1
3

2
6
8

0
〇

〇
〇

〇
B

Ⅳ
8
4

1
0
4

天
引

狐
崎

遺
跡

第
1
ブ

ロ
ッ

ク
群

群
馬

県
甘

楽
郡

甘
楽

町
1
6

1
6

7
5
2
2

0
〇

〇
〇

C
Ⅳ

1
0
5

今
井

見
切

塚
遺

跡
第

Ⅳ
文

化
層

1
a地

点
群

馬
県

前
橋

市
3
8

4
5

3
7

1
4
8
7

1
0

〇
〇

〇
〇

〇
〇

A
Ⅱ

1
0
6

今
井

見
切

塚
遺

跡
第

Ⅳ
文

化
層

1
b
地

点
群

馬
県

前
橋

市
3
9

3
8

3
0

1
5
6
7

1
0

〇
〇

〇
〇

A
Ⅱ

8
6

1
0
7

天
ヶ

堤
遺

跡
第

3
文

化
層

Ⅱ
・
Ⅲ

区
群

馬
県

伊
勢

崎
市

2
2

2
2

1
1

4
5
1

1
0

〇
〇

〇
C

Ⅳ

関
根
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Ⅱ
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Ⅲ

津
島

秀
章

他
2
0
0
8
『
上

武
道

路
･旧

石
器

時
代

遺
跡

群
（
1
）
　

今
井

道
上

Ⅱ
遺

跡
・

荒
砥

北
三

木
堂

Ⅱ
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友
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築
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献
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定
径

出 土 石 器 ブ ロ ッ ク 数

出 土 石 器 数

遺 存 率 ( % )
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表
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千
葉
県
外
　
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
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成

令
和

2
年

1
1
月

（
№
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ー

ン
が

追
加

遺
跡
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東 西 ( m )

南 北 ( m )

台 形 様 石 器

ナ イ フ 形 石 器

斧 形 石 器 ・ 調 整 剥 片

彫 刻 刀 形 石 器

掻 器
削 器

石 錐
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○
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○
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Ⅳ
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築
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〇
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濃

町
3
2

2
8

2
0

3
6
2
9

2
0

〇
〇

〇
A

Ⅰ
1
2
5

仲
町

遺
跡

B
P
3
地

点
Ⅴ

層
長

野
県

上
水

内
群

信
濃

町
1
8

1
6

1
8

4
5
1
3

1
0

〇
〇

〇
〇

〇
B

Ⅰ類 型
備

　
　

考
・
文

　
　

献
遺 跡 №

ブ ロ ッ ク 群 №

遺
跡

名
・
地

点
所

在
地

（
市

町
村

）

円
環

部
推

定
径

出 土 石 器 ブ ロ ッ ク 数

出 土 石 器 数

遺 存 率 ( % )

主
要

石
器

1
0
1

鶴
田

典
昭

他
2
0
0
4
『
仲

町
遺

跡
　

一
般

国
道

1
8
号

（
野

尻
バ

イ
パ

ス
）
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
3
－

信
濃

町
内

そ
の

3
－

』
長

野
県

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
発

掘
調

査
報

告
書

6
3

－24－



表
２
　
千
葉
県
外
　
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
集
成

令
和

2
年

1
1
月

（
№

ト
ー

ン
が

追
加

遺
跡

）

東 西 ( m )

南 北 ( m )

台 形 様 石 器

ナ イ フ 形 石 器

斧 形 石 器 ・ 調 整 剥 片

彫 刻 刀 形 石 器

掻 器
削 器

石 錐
石 刃

1
0
2

1
2
6

日
向

林
B

遺
跡

Ⅰ
石

器
文

化
長

野
県

上
水

内
群

信
濃

町
2
5

3
0

3
0

9
0
0
1

0
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

A
Ⅰ

谷
　

和
隆

2
0
0
0
『
上

信
越

自
動

車
道

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

-
信

濃
町

内
そ

の
1
-
日

向
林

B
遺

跡
・
日

向
林

A
遺

跡
・
七

ツ
栗

遺
跡

・
大

平
B

遺
跡

　
旧

石
器

時
代

』
長

野
県

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
発

掘
調

査
報

告
書

4
8

1
2
7

上
ノ

原
遺

跡
上

ノ
原

Ⅰ
a石

器
文

化
長

野
県

上
水

内
群

信
濃

町
3
0

2
5

9
7
7
9

0
〇

〇
〇

〇
〇

〇
C

Ⅲ
1
2
8

上
ノ

原
遺

跡
上

ノ
原

Ⅰ
b
石

器
文

化
長

野
県

上
水

内
群

信
濃

町
2
0

3
8

1
0

8
4
6

0
〇

〇
〇

〇
〇

〇
C

Ⅲ
1
2
9

大
久

保
南

遺
跡

大
久

保
南

Ⅰ
a石

器
文

化
長

野
県

上
水

内
群

信
濃

町
2
4

2
2

6
2
9
8

0
〇

〇
〇

〇
〇

D
Ⅳ

1
3
0

大
久

保
南

遺
跡

大
久

保
南

Ⅰ
b
石

器
文

化
長

野
県

上
水

内
群

信
濃

町
(2

8
)

2
8

9
6
5
7

4
0

〇
〇

〇
-

西
側

約
1
/
2
を

検
出

。
東

西
推

定
径

約
2
8
ｍ

。
参

考
文

献
同

上
。

1
0
5

1
3
1

貫
ノ

木
遺

跡
第

3
地

点
長

野
県

上
水

内
群

信
濃

町
4
0

6
8

3
3

7
1
0
2

0
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
A

Ⅰ
大

竹
憲

明
2
0
0
0
『
上

信
越

自
動

車
道

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

-
信

濃
町

内
そ

の
1
-
貫

ノ
木

遺
跡

・
西

岡
A

遺
跡

　
旧

石
器

時
代

』
長

野
県

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
発

掘
調

査
報

告
書

4
8

1
0
6

1
3
2

弓
振

日
向

遺
跡

長
野

県
諏

訪
郡

原
村

2
5

3
0

9
9
9

0
〇

〇
〇

C
Ⅳ

大
竹

憲
明

他
1
9
8
8
『
弓

振
日

向
遺

跡
（
第

2
次

発
掘

調
査

）
　

昭
和

6
1
年

度
県

営
ほ

場
整

備
事

業
弓

振
地

区
に

伴
う

緊
急

発
掘

調
査

報
告

書
』
原

村
教

育
委

員
会

1
0
7

1
3
3

針
ヶ

平
第

1
遺

跡
長

野
県

上
伊

那
郡

飯
島

町
1
0

1
2

9
7
1
3

5
〇

〇
〇

C
Ⅲ

大
竹

憲
明

他
1
9
8
7
『
針

ヶ
平

第
1
遺

跡
』
飯

島
町

教
育

委
員

会

1
0
8

1
3
4

立
科

F
遺

跡
長

野
県

佐
久

市
2
0

2
1

9
2
1
1

0
〇

〇
〇

〇
〇

C
Ⅳ

須
藤

隆
司

1
9
9
1
『
立

科
Ｆ

遺
跡

　
ナ

イ
フ

形
石

器
文

化
成

立
期

の
集

落
研

究
　

長
野

県
佐

久
市

前
山

立
科

Ｆ
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

』
佐

久
市

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
5
集

　
佐

久
市

教
育

委
員

会
・
佐

久
市

埋
蔵

文
化

財
調

査
セ

ン
タ

ー

1
0
9

1
3
5

中
見

代
第

Ⅰ
遺

跡
第

Ⅴ
文

化
層

A
地

区
静

岡
県

沼
津

市
9

1
1

8
1
7
9
1

0
〇

〇
〇

〇
〇

〇
C

Ⅱ
高

尾
好

之
1
9
8
9
『
中

見
代

第
Ⅰ

遺
跡

調
査

報
告

書
（
足

高
尾

上
№

5
遺

跡
）
』
沼

津
市

文
化

財
調

査
報

告
書

第
4
5
集

　
沼

津
市

教
育

委
員

会

1
1
0

1
3
6

土
手

上
遺

跡
ｄ
・
ｅ
区

-
1
（
B

B
Ⅴ

）
静

岡
県

沼
津

市
2
8

3
0

3
0

2
2
0
3

0
〇

〇
○

○
○

A
Ⅰ

沼
津

市
教

育
委

員
会

1
9
9
7
『
土

手
上

遺
跡

 (
d
・
e区

-
1
) 
発

掘
調

査
報

告
書

』
沼

津
市

文
化

財
調

査
報

告
書

第
6
3
集

　
沼

津
市

教
育

委
員

会

1
1
1

1
3
7

西
洞

遺
跡

b
区

-
1
(Ｂ

Ｂ
Ⅵ

Ｏ
）

静
岡

県
沼

津
市

1
0

1
0

1
4

3
3
9

0
〇

〇
〇

〇
B

Ⅳ
笹

原
芳

郎
他

1
9
9
9
『
西

洞
遺

跡
（
ｂ
区

-
1
）
発

掘
調

査
報

告
書

』
沼

津
市

文
化

財
調

査
報

告
書

第
6
9
集

　
沼

津
市

教
育

委
員

会

1
2
1

1
4
9

西
洞

遺
跡

第
二

東
名

№
8
地

点
第

Ⅰ
文

化
層

静
岡

県
沼

津
市

1
2

9
1
3

1
8
4
4

0
〇

〇
○

〇
○

Ｂ
Ⅱ

三
好

元
樹

2
0
1
2
『
西

洞
遺

跡
Ⅱ

　
第

二
東

名
№

8
地

点
　

旧
石

器
時

代
・
縄

文
時

代
編

　
第

二
東

名
建

設
事

業
に

伴
う

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

　
沼

津
市

－
8
』

静
岡

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

調
査

報
告

第
2
集

1
3
8

梅
ノ

木
沢

遺
跡

エ
リ

ア
A

静
岡

県
駿

東
郡

長
泉

町
2
5

1
9

4
2
1
8

0
〇

〇
○

〇
D

Ⅳ
笹

原
千

賀
子

2
0
0
9
『
梅

ノ
木

沢
遺

跡
Ⅱ

（
旧

石
器

時
代

編
）
　

第
二

東
名

№
1
4
3
-
2
地

点
、

C
R
3
5
地

点
　

第
二

東
名

建
設

事
業

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
長

泉
町

－
4
』
静

岡
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
研

究
所

調
査

報
告

第
2
0
6
集

1
3
9

梅
ノ

木
沢

遺
跡

エ
リ

ア
B

静
岡

県
駿

東
郡

長
泉

町
2
6

(2
6
)

6
1
9
6

0
〇

〇
〇

-
南

側
約

1
/
2
を

削
平

に
よ

り
消

失
。

南
北

推
定

径
約

2
6
ｍ

。
参

考
文

献
同

上
。

1
1
3

1
4
0

峯
ノ

阪
遺

跡
奈

良
県

生
駒

郡
三

郷
町

1
5

1
3

1
8

7
9
4

0
〇

〇
B

Ⅲ
西

藤
清

秀
・
宮

原
晋

一
1
9
9
6
「
峯

ノ
阪

遺
跡

『
奈

良
県

遺
跡

調
査

概
報

1
9
9
5
年

度
（
第

一
分

冊
）
』
奈

良
県

立
橿

原
考

古
学

研
究

所

1
4
1

七
日

市
遺

跡
（
G

・
H

区
）

兵
庫

県
氷

上
郡

春
日

町
1
5

2
6

1
1

7
5
9

2
0

〇
〇

〇
〇

C
Ⅲ

久
保

弘
幸

・
藤

田
　

淳
編

1
9
9
0
『
七

日
市

遺
跡

(Ⅰ
)（

旧
石

器
時

代
遺

跡
の

調
査

）
－

近
畿

自
動

車
道

舞
鶴

線
関

係
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
（
Ⅻ

-
1
）
－

』
兵

庫
県

文
化

財
調

査
報

告
書

第
7
2
-
1
冊

1
4
2

七
日

市
遺

跡
（
第

Ⅱ
文

化
層

3
A

C
ブ

ロ
ッ

ク
）

兵
庫

県
氷

上
郡

春
日

町
3
0

1
5

9
1
6
5
9

0
〇

〇
〇

C
Ⅱ

兵
庫

県
教

育
委

員
会

埋
蔵

文
化

財
調

査
事

務
所

2
0
0
4
 『

七
日

市
遺

跡
（
Ⅲ

）
 旧

石
器

時
代

の
調

査
-
近

畿
自

動
車

道
敦

賀
線

(吉
川

～
福

知
山

)建
設

事
業

(春
日

JC
T

)
に

伴
う

発
掘

調
査

報
告

書
-
』
兵

庫
県

文
化

財
調

査
報

告
書

第
2
7
2
冊

　
兵

庫
県

立
博

物
館

1
1
5

1
4
3

中
山

西
遺

跡
岡

山
県

真
庭

市
1
1

1
2

6
1
1
5
8

0
〇

〇
D

Ⅱ
下

澤
公

明
・
山

磨
康

平
他

1
9
9
5
『
中

国
横

断
自

動
車

道
建

設
に

伴
う
発

掘
調

査
2

中
山

西
遺

跡
・
城

山
東

遺
跡

・
下

郷
原

和
田

遺
跡

・
下

郷
原

田
代

遺
跡

・
 木

谷
古

墳
群

・
中

原
古

墳
群

』
岡

山
県

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
9
3

遺 跡 №

ブ ロ ッ ク 群 №

遺
跡

名
・
地

点
所

在
地

（
市

町
村

）

円
環

部
推

定
径

出 土 石 器 ブ ロ ッ ク 数

出 土 石 器 数

遺 存 率 ( % )

主
要

石
器

類 型
備

　
　

考
・
文

　
　

献

1
1
2

1
1
4

1
0
3

谷
　

和
隆

2
0
0
0
『
上

信
越

自
動

車
道

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

-
信

濃
町

内
そ

の
1
-
裏

ノ
山

遺
跡

・
東

裏
遺

跡
・
大

久
保

南
遺

跡
・
上

ノ
原

遺
跡

　
旧

石
器

時
代

』
長

野
県

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
発

掘
調

査
報

告
書

4
8

1
0
4

－25－
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表
２
　
千
葉
県
外
　
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
集
成

令
和

2
年

1
1
月

（
№

ト
ー

ン
が

追
加

遺
跡

）

東 西 ( m )

南 北 ( m )

台 形 様 石 器

ナ イ フ 形 石 器

斧 形 石 器 ・ 調 整 剥 片

彫 刻 刀 形 石 器

掻 器
削 器

石 錐
石 刃

1
1
6

1
4
4

原
田

遺
跡

7
層

島
根

県
仁

多
郡

奥
出

雲
町

1
5

1
6

9
2
7
9

0
〇

〇
C

Ⅳ
伊

藤
徳

広
・
石

橋
裕

子
他

2
0
0
8
『
原

田
遺

跡
(4

)-
 旧

石
器

時
代

の
調

査
-
尾

原
ダ

ム
建

設
に

伴
う

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

1
2
』
島

根
県

教
育

委
員

会

1
1
7

1
4
5

石
の

本
遺

跡
群

8
区

熊
本

県
熊

本
市

3
1

2
8

1
5

3
3
2
0

0
〇

〇
〇

〇
〇

B
Ⅰ

池
田

朋
生

他
1
9
9
9
『
石

の
本

遺
跡

群
Ⅱ

　
第

5
4
回

国
民

体
育

大
会

秋
季

主
会

場
整

備
事

業
に

伴
う

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
』
熊

本
県

文
化

財
調

査
報

告
書

第
1
7
8
集

1
1
8

1
4
6

曲
野

遺
跡

第
Ⅲ

調
査

区
熊

本
県

宇
城

市
(5

3
)

(3
1
)

1
5

4
7
6

1
0

〇
〇

B
Ⅳ

中
心

部
の

約
9
割

を
調

査
。

規
模

は
推

定
。

江
本

　
直

他
1
9
8
4
『
曲

野
遺

跡
Ⅱ

－
一

般
国

道
3
号

松
橋

バ
イ

パ
ス

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

（
第

Ⅲ
自

調
査

報
告

）
熊

本
県

文
化

財
調

査
報

告
第

6
5
集

1
3
3

1
6
3

ク
ノ

原
遺

跡
熊

本
県

球
磨

郡
湯

前
町

(1
9
)

(1
9
)

9
6
8
2

6
0

○
○
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★は墨古沢遺跡
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図１　千葉県環状ブロック群分布図
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